
WORKIN
G

DRAFT

作業草稿 — 引用不可

引用多様性監査

Aesthetic Computer論文シリーズ、2026年 3月
@jeffrey

Aesthetic.Computer
ORCID: 0009-0007-4460-4913

https://papers.aesthetic.computer

[ 作業草稿 — 引用不可]

要旨。 Aesthetic.Computer 論文シリーズの引用実践について監査を行った。本シリーズは、クリエイティブ・コン
ピューティング、言語設計、オペレーティングシステム、デジタル楽器設計を扱う 8 本の学術論文で構成される。監
査の結果、約 80 名の個別著者のうち、女性（約 11%）、非西洋圏の研究者（約 5%）、黒人・先住民・ラテン系の研究
者（約 6%）が著しく過少代表であることが明らかになった。各論文を強化し引用基盤を多様化できる具体的な著作
を特定し、各論文で女性著者 30%、非西洋圏著者 20% という統合目標を提案するとともに、ギャップ領域別に整理
したオープンな読書リストを公開する。本文書は自己評価であると同時に、継続的な改善への誓約である。

1. なぜこの監査を行うのか
Aesthetic.Computer論文シリーズ [@jeffrey, 2026a,c,b,e,d]

は、アクセシビリティ、包摂性、クリエイティブな表
現について主張を展開している。普遍的なクリエイテ
ィブ・コンピューティングへのアクセスを提唱するプ
ロジェクト̶̶遊休ノートパソコンを楽器として活用
し、URL でアドレス可能なプログラムを提供し、デフ
ォルトでソーシャルな配信を行う̶̶は、その学術的
基盤が自らが提唱する多様性を反映しているかどうか

を検証しなければならない。
引用実践は中立ではない。引用は一種の知識経済を

形成する：誰を引用するかが、誰が読まれ、誰が雇用
され、誰が資金を得て、誰のアイデアが基礎的とみな
されるかを決定する [Benjamin, 2019]。白人・男性・米
英欧の著者が支配的な論文シリーズは、まさにそれが
抵抗しようとする排除を再生産する。
この監査は告発ではなく、診断である。現在の引用

分布は著者の学術的訓練、読書履歴、そして関連分野
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（メディア理論、コンピュータサイエンス、HCI）の構
造を反映している。これを変えるには長期にわたる意
図的な努力が必要である。

2. 現状
2.1 コーパス
監査は以下の 8 本の論文を対象とする：

1. Aesthetic Computer ’26（arXiv、5 ページ）
2. KidLisp ’26（arXiv、6 ページ）
3. Pieces Not Programs ’26（arXiv、4 ページ）
4. notepat.com ’26（arXiv、3 ページ）
5. AC Native OS ’26（arXiv、5 ページ）
6. Repository Archaeology ’26（arXiv、4 ページ）
7. Aesthetic Computer ’26（JOSS、2 ページ）
8. KidLisp ’26（JOSS、3 ページ）
これに加え、30 以上の全文ソースを含む読書ライブ

ラリが papers.aesthetic.computer/platter のリサーチコ
レクションで管理されている。

2.2 人口統計
全論文を通じて、約 68 の独立した著作が約 80 名の

個別著者によって引用されている（一部の著作には複
数の著者がいる）。著者を 3 つの軸で分類した：ジェン
ダー、地域、人種・民族。これらの分類は不完全であり
外部から帰属されたものである。代表性の大まかな指
標として用いるものであり、アイデンティティの宣言
ではない。

軸 人数 割合
女性著者 ∼9 11%
非米英欧著者 ∼4 5%
黒人 / 先住民 / ラテン系 / アジア系 ∼5 6%
自己引用（Scudder） 5 6%

個別著者合計 ∼80 100%

Table 1: 全論文の著者人口統計（2026 年 3 月）。

2.3 これが意味すること
引用コーパスは白人・男性・欧米の著者が圧倒的に

支配的である。これはクリエイティブ・コンピューテ
ィングの論文では珍しくない̶̶この分野の標準的な
参考文献（Processing、Scratch、p5.js、Sonic Pi）はす
べて MIT、NYU、ITP、Cambridge に位置するチーム
によって作られた。しかし「珍しくない」は「許容でき
る」を意味しない。Aesthetic.Computer プロジェクト
は主流のコンピューティングパラダイムに対するオル
タナティブとして明確に自らを位置づけている。その
引用はオルタナティブな声を反映すべきである。

3. ギャップ分析
引用コーパスが最も弱い 5 つの領域を特定した。

3.1 クリエイティブ・コーディングにおける女性
クリエイティブ・コーディングおよびライブコーデ

ィングのコミュニティには女性による重要な仕事が多
数あるが、本論文シリーズでは引用されていない。主
要な人物には以下が含まれる：
• Joana Chicau [Chicau, 2021]：振付的コーディン
グ、身体化されたアルゴリズム

• Shelly Knotts [Knotts and Collins, 2015]：ネット
ワーク音楽におけるアルゴリズム的コラボレーショ
ン

• Allison Parrish [Parrish, 2015]：計算詩学、クリエ
イティブ・コーディング教育

• Kate Compton [Compton et al., 2015]：Tracery 生
成テキスト言語

• Lauren McCarthy：既に引用済み（p5.js）だが、ク
リエイティブな実践者としてのアイデンティティが
十分に認識されていない

• Olivia Jack：既に引用済み（Hydra）だが、ラテン
アメリカのライブコーディングにおける声としての
アイデンティティが十分に認識されていない

3.2 黒人コンピューティング研究
コンピューティングへのアクセスを民主化すると主

張するプロジェクトは、歴史的に誰がコンピューティ
ングから排除されてきたか、そしてその理由を研究す
る学問と対話しなければならない：
• Ruha Benjamin [Benjamin, 2019]：『Race After

Technology（テクノロジー以後の人種）』は、設計上
の決定がいかに人種的階層を符号化するかを考察す
る

• Safiya Umoja Noble [Noble, 2018]：『Algorithms of
Oppression（抑圧のアルゴリズム）』は検索エンジン
と人種的偏見を論じる

• André Brock [Brock, 2020]：『Distributed Blackness
（分散された黒人性）』は黒人デジタル文化とプラッ
トフォーム設計を論じる

• Charlton McIlwain [McIlwain, 2019]：『Black Soft-
ware（ブラック・ソフトウェア）』は黒人コンピュー
ティングの隠された歴史を明らかにする

3.3 非西洋の理論
メディア理論の引用はすべてヨーロッパの伝統（Kit-

tler、McLuhan、Adorno）に由来する。非西洋の理論家
は Aesthetic.Computer の設計に直接関連する枠組みを
提供している：
• ユク・ホイ（Yuk Hui） [Hui, 2016, 2019]：デジタ
ル存在論、技術的多様性̶̶テクノロジーは単一の
西洋的発展経路をたどる必要はないという議論

• Hito Steyerl [Steyerl, 2009]：「貧しい画像を擁護
する」は流通、解像度、デジタルの物質性を論じる
̶̶Aesthetic.Computer のピクセルアート美学およ
び URL としてのメディアのアプローチに直接関連
する

• Kodwo Eshun [Eshun, 1998]：アフロフューチャリ
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ストのソニックフィクション̶̶notepat および音
響合成の仕事に関連する

3.4 先住民と脱植民地化コンピューティング
オペレーティングシステム論文の遊休ハードウェア

に関する議論は、コンピューティング主権に対して深
い含意を持っており、先住民の研究者がこれについて
論じている：
• Lewis ら [Lewis et al., 2018]：「機械との親族関係の
構築」は AI とコンピューティングのための先住民
プロトコルを提案する

• Sasha Costanza-Chock [Costanza-Chock, 2020]：『De-
sign Justice（デザイン・ジャスティス）』はコミュニ
ティ主導の設計実践を論じる

• Arturo Escobar [Escobar, 2018]：『Designs for the
Pluriverse（多元宇宙のためのデザイン）』は脱植民
地化のデザイン手法を論じる

3.5 ラテンアメリカのクリエイティブ・コーディング
Olivia Jack（Hydra、既に引用済み）はコロンビア人

である。より広いラテンアメリカのクリエイティブ・
コーディングコミュニティの代表性が不足している：
• Hernando Barragán [Barragán, 2004]：コロンビ
ア人、Wiring の創設者であり、Arduino の直接的な
前身̶̶フィジカル・コンピューティングの基礎を
築いたにもかかわらず、ほとんど引用されていない

• Cássia Bel：ブラジルのライブコーダーおよびフェ
ミニスト・クリエイティブ・テクノロジスト

• Aarón Montoya-Moraga：クリエイティブ・コー
ディング教育者、p5.js コミュニティオーガナイザー

4. 各論文の統合目標
シリーズの各論文について、ギャップ分析から、論

証を強化し引用基盤を多様化できる具体的な著作を特
定した。

5. 目標と誓約
5.1 定量目標

• 論文シリーズ全体で女性著者 30%（現在 11%）
• 非米英欧著者 20%（現在 5%）
• 黒人・先住民・ラテン系・アジア系の研究者 15%
（現在 6%）

• 各論文に女性著者の引用を少なくとも 2 件含める
これらの目標は理想的な最低基準であり、上限では

ない。関連する学術成果の追加によって達成すべきで
あり、既存の引用の削除やトークン的な参考文献の追
加によってではない。

5.2 プロセスの誓約
1. 改訂ごとの多様性チェック：論文を提出する前に、
現在の引用人口統計に対して再度監査を行う

2. 読書リストの維持：リサーチコレクションの引用多
様性セクションは生きた文書である̶̶新しい著作

論文 追加推奨
AC ’26 ユク・ホイ（デジタルオブジェクト）、

Costanza-Chock（デザイン・ジャステ
ィス）、Parrish（クリエイティブ・コー
ディング教育）

KidLisp ’26 Compton（Tracery）、Chicau（振付的コ
ーディング）、Barragán（Wiring）

notepat ’26 Knotts（ネットワーク音楽）、Eshun（ソ
ニックフィクション）、Plant（コンピュ
ーティングの歴史）

Pieces ’26 Benjamin（設計バイアス）、Steyerl（貧
しい画像）、Plant（Zeros and Ones）

OS ’26 Barragán（Wiring）、McIlwain（ブラッ
ク・ソフトウェア）、Lewis ら（先住民
AI）

Archaeology ’26 Brock（分散された黒人性）、ユク・ホ
イ（技術的多様性）

Table 2: 各論文のターゲット引用追加。目標：女性
30%、非西洋圏 20%。

は発見され読まれた時点で継続的に追加される
3. 全文アクセス：可能な限り、引用した著作のオープ
ンアクセス版を読書ライブラリに入手・保存し、表
面的な引用ではなく真の関与を実現する

4. 誠実な関与：著作を引用するのは、それが論証を強
化するからであり、スプレッドシートを多様化する
ためではない。引用する著作は、読み、理解し、論
文の推論に統合されるべきである

6. 正直な評価
この監査は学術的自己省察においてよく見られるパ

ターンを明らかにした：著者は問題を認識し、引用す
べき研究者を列挙でき、進捗を追跡する技術的インフ
ラを持っている̶̶しかし、まだ読書を完了していな
い。Ruha Benjamin が『Race After Technology』を書
いたことを知っていることは、それを読み、理解し、そ
の洞察を自らの設計実践に統合したこととは異なる。
認識と実践のギャップこそが、この作業の出発点で

ある。リサーチコレクションの読書リストは、このギ
ャップを埋めるための誓約である。各論文の目標はア
カウンタビリティの仕組みである。監査そのもの̶̶
それが批判する論文と共に公開される̶̶は、著者が
自らに設定した基準で著者に対して説明責任を求める
よう読者を招くものである。

ORCID: 0009-0007-4460-4913
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